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ま え カヾ き

本報告書は1990年6月4日より6月18日までの16日間､中米のグアテマラ共和国および

ドミニカ共和国で実施した｢海外農業開発事前調査+について取りまとめたものである｡

両国の経済は1980年代より低迷期に入り､ 1980年から1987年の指標では1人当り GNPほ

ドミニカ共和国-6.4%､グアテマラ共和国-1.8 %成島となっている.さらに､ 1人当

り食糧生産指数は両国とも減少しており､将来の食糧自給率がさがる傾向にあると見られ

ている｡このような状況において､農業の充実は国の政策上重要な意味あいを有しており､

農業生産基盤の整備ほ将来の食糧自給の意味からも重要な課題とされている.

グアテマラ共和国では農牧省､大蔵省､経済企画庁､農牧省かんがい排水技術局

(D柑YA)を訪問し､グアテマラ共和国の農業開発の可能性について検討し､その中でグア

テマラ政府が次期農業開発候補地として考えているエスクイントラ県､テイカンル濯概計

画およびヌエバコンセプション港漉計画地を訪問し､ D柑AYスタッフとともに現地調査を

実施した｡

ドミニカ共和国では水利庁､農地庁を訪問し､ Yuna川流域およびサントドミンゴ東部サ

バナ･デ･グァバチコ地区の農業開発の可能性を検討し､水利庁､農地庁スタッフととも

に現地調査を実施した｡

本草前調査報告書が将来日本政府の技術協力のもとに､事業の早期実現推進に向けて､

一助となることを切に望むものである｡

なお､今回の両国における調査に当り､在グアテマラ共和国日本大使柁､グアテマラ政

府関係機関､ドミニカ共和国日本大使館､ ∫ ICA事務所､ドミニカ政府関係機関および

両国在住の日本企業の関係者の方々のご協力に対し深甚なる謝意を表する次第である｡

1990年6月

グアテマラ共和国およびドミニカ共和国

農業開発事前調査団最

小 沢 軍次郎
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Ⅰ.グアテマラ共和国
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工 _ クナァ テマラ共布t)国

グアテマラ主要指標

総面積/耕地面積(1987)

人口(1988) /年成長率(1980-86)

一人当りGNP/年 成 長 率
(1986) (1965-86)

GDP 1970/1988 (1958年価格)

うち 農 業

工 業

サービス業

GDP年成長率(1980-88)

うち 農 業

工 業

サービス業

108,889平方km/18,650平方km (17%)

868 万人/2.9 %

930ドル/1.4 % (世銀資料)

1,793百万ケツァル/3,140百万円ケツァル

27%/26%

19%/20%

54%/54%

0.1 %

0.5 %

-0.9 %

0.4 %

人口一人当り食糧生産指数

(1988､ 1979-81-100 ) (FÅo)

労働力(対人口% 1965/1985)

農 業(対労働力% 1964/1987)

工 業(対労働力% 1964/1987)

サービス業(対労働力% 1964/1987)

経常収支(1983/1988)

インフレ率(1980-89)

通 過 単 位

対U Sドル換算レート(1989年9月)

96

-1-

50%/53%

60%/52%

17%/17%

22%/31%

-148百万ケツァル/-236百万ケツァル

ll.5%

ケツァル

1t)SS -2.78ケツァル



Ⅰ-1 グアテマラ共和国の-般事情

Ill-1一般概況

グアテマラ共和国は､中米の北緯13o 45. -17o 44'および西経88o 13' -92o

14'に位置し､北部､西部はメキシコ合衆国､南部は太平洋､東部にべリーズおよ

びウリプ海､南東部はホンデュラス共和国とエルサルバドル共和国と接している｡

国土面積は約10.9万kn2で南北約 440kTn､東西約 420kmである｡

国土は､その地勢から中央高地､南部沿岸低地､北部低地に大別される｡中央高

地は､国土の南部をはぼ東西にSierra Madre山脈等により形成された山岳地帯で､

山間盆地では､熱帯高地気候で雨期(5-上o月)
､乾期(11月-4月)が明瞭に分

かれている｡気候は温暖または冷涼で､居住に適し､人口の大半が集中している｡

南部沿岸低地は太平洋に面し熱帯サバンナ気候で､かつて米国のフルーツカンパニ

ーにより大規模なバナナのプランテーションが行なわれいた｡ ｡北部低地は平坦な

森林地帯で､湿潤な熱帯雨林なしいサバンナ気候で､グアテマラ国の中で最も未開

発の地域が広がっている｡

グアテマラ国の総合人口は約 868万人であり､うち農村人口は62.5%であるo 全

国の平均人口密度は80人/ktn2である.最近の人口増加率は､約 2.9%である. 1995

年には1,000人を突破し､ 2000年にはl,222万人､ 2025年には 2,ooo万人を突破す

ると推測されている.

経済活動人口は全人口の約50%である｡経済活動人口のうち農林水産部門が最大

で､全体の約52%を占めている｡また､失業率は増加しており､完全失業率は10%

を超し､不完全就業率29.7%を合わせた総失業率は44.2%に達している｡

Ⅰ-1-2 国家径済と農業

1986年の国内総生産(GDP)は､約96.9億USSで､ 1人当りの国内総生産額は

約口S$ 930である｡経済成長率は1980年以降下降を続け､ 1980-85年の累積減少率

は18.8%である.この原因として輸出の減少､財政緊縮政策､実質所得の減少があ

げられるo 農林水産部門のGDPに占める比率は近年ほとんど変化なく､ 1985年で

約25%で､全生産部門申最大である｡

輸出に占める農産物の割合は高く1985年の総輸出額約10.6億Q (FOB価格)の70%

を近くを占めている｡この内コーヒーが約43%を占めるが､綿花､バナナ､カルダ

モン,砂糖､等を含めた伝統的産品が主で､価格低下､需要の停滞により輸出は減

少している.一方､輸入における農業原料が1985年の総輸入額11.8億Q (CIF価格)
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の半分以上を占めている｡輸出入相手国は米国､中米諸国､ EEC等である｡貿易収

支は近年改善されつつあるが､前述の農産物輸出の停滞により1985年で1.7千万Q

(FOB価格)の赤字であった｡

政府財政は､近年恒常的に赤字を計上しているが､各省別予算では文部､通信運

輸､国防､社会福祉等が重視され､国の基幹産業である農牧食糧予算は全体の 4.4

%にすぎない.物価指数は1985年から大きく増加し､同年18.7%､ 1986年36.9%を

記録した｡卸売物価指数も同様の傾向を示す｡インフレ率は1985年以降30%を超過

した｡この急速なインフレと高い失業率は､実質賃金の低下をもたらし､国民一人

当りの消費水準は70年代前半と同程度に低下した｡

グアテマラ国の農用地面積は､全国土面積の約29%に相当する 314.8万ha (1983

年)である.農用地の約42%の133.0万haでは一年性作物､約15%の48.4万haでは

永年性作物が栽培されており､残りの133.4万haは牧草地であるo かんがい面積は

7.4万haであり､全農用地の約 2.4%である.

大半の農家は小規模であり､ 7ba以下の農家数は全体の約88%であるが､所有面

積は全体の16.5%にすぎないo -方､ 45ha以上の大規模農家数は､全体の 2.6%で

あるが､全面積の約65%を所有している｡

全作付面積に占める主要作物の割合は､トウモロコシ37%､コーヒー14%､フリ

ホール豆､ソルガム4%､その他(綿花､小麦､カルダモン等) 36%である｡トウ

モロコシ､コーヒー共に近年の増減は少ない.フ1)ホール豆､モロコシは増加傾向

にあり､綿花は減少傾向にあるo 生産量はトウモロコシ､フリホール豆､コーヒー

の順である｡国内消貴用の基礎作物であるトウモロコシ､米､フリホール豆､小麦

等は増大する国内需要を賄い切れず一部を輸入に頼っている｡とくに小麦は全食糧

輸入額の約30%を占めている｡

各種農業生産指数は､全て減少傾向にある｡特に1人当りの食糧生産指数ほ大き

く減少している. 1983年以降は1974-76年の水準を下回っている.生産性の低さお

よび年による生産の大きな変動は､生産体制およびかんがい等基盤整備の不足によ

るところが大きい｡また農業部門における資本不足､融資制度の未整備,零細経営,

技術指導の不足等の問題も大きい｡

グアテマラ国の農業は地域ごとに特徴が見られる｡同国の農業の中心は中央高地で

あり､山間盆地は､傾斜地に分布し相対的に小規模農家が多く､トウモロコシ､フ

リホール豆等の伝統的作物の他コーヒー､輸出用野菜が栽培されている｡南部沿岸

低地では扇状地上の低地で､大規模農家が多く綿花､サトウキビ､バナナ､畜産が

中心である｡北部低地でも､大規模農家が多く､サトウキビ､畜産､林業が見られ

るが､大部分は未開発である｡
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Ⅰ-卜3 農業開発計画

グアテマラ国政府は､国家経済に占める農業の重要性を認識し､国家開発5ヶ年

計画で,同部門に高い優先度を置いている｡従来グアテマラ国政肘は農業生産物,

生産資材等の価格支持政策を推進して来たが､経済的に鑑み､近年の開発戦略の重

点をかんがい農業の発展,作物の多様化,農産加工および流通の整備拡大等の制度

的改善および基盤整備においている｡また､戦略の照点は､農産物輸出拡大による

外貨獲得,小規模農家の生産性の向上,雇用機会の創造,食糧事情の改善に置かれ

ている｡

国家開発計画での農業部門の戦略は以下のとおりである｡

土地および水資磨の確保

中小規模農家の組織化

技術開発および技術普及の再編

資金源の分配

農産物価格の安定

農業生産の基盤整備

農産物加工の振興および推進

輸出の振興および促進

食糧生産体系の強化､等

グアテマラ国政府は上記の戦略のうち､特に土地･水資源を有効利用するため､

かんがい基盤整備に重点を置いている｡現在､散村が管轄しているかんがい区は､

中央高地にDIGESA-D]RYAの5管区25地区の約15,000haである.今後､政府は1990年

までに､全国で新たに約28,000haにかんがい事業を実施したい意向を持っている｡
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Ⅰ-2 テイカンル地区農業開発計画



テイカンル地区農業開発計画
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テイ:わ ンノレ地区農業開発言卜画

塩｢

A

y
サ

海

地区内圃場

開場は大切頂で桟械化が進んで
いるo

地区内既設かんがい水路

ユナイティッド･フルーツ時代
に使用されていたもので現在は
放置されている｡

地区内排水路

排水掲は環在も使用されているo



Ⅰ-2 テイカンル地区農業開発計画

Ⅰ-2-1調査対象地区

調査対象地区は､グアテマラ南部沿岸低地EscujT)tJa県Tjgujsate郡に位置するo

地区は首都グアテマラ市より120- 130kmに位置し､ Nahualata川およびZanjon

del岨icoの間にはさまれた約8400haの農地で穂高は概ね海抜40m以下である｡

Ⅰ-2-2 調査地区の概況と問題点

(1) 自然条件

当調査地域は､グアテマラ国沿岸低地にあり､年間降雨量は約1500mF[程度で､

乾期(12月-4月)
､雨期(5月-l上月)は明確に分けられ､総降雨の90%以上

が雨期に集中する｡

当調査地区西端部を流れる Nahualate川は､平均流量65.Om3/sを有する比較的

水源豊富な河川である｡しかしながら､乾期雨期での差が大きく､ 5年確率渇水

流量は18.5m3/sと推定されている.

(2) 社会条件

当計画地区は､ 1950年代､コナイティド･フルーツ･カンパニー所有地を農家

に分譲した地区で比較的大規模に耕作が行なわれている｡

当調査地域の位置する Tiquisate郡は人口45,000人(うち男性23,000､女性

22,000)で､当計画地区 8,400haは18農家により所有されており､綿､砂糖きび､

とうもろこし､ソルガム､ゴマ等が耕作されているo

収穫期には､中央高原地帯より多くの季節労働者を受入れている｡

(a)既設かんがい施設

当計画地区は1950年迄､ユナイティド･フルーツ･カンパニーにてバナナの栽

培が実施されていたところで,かんがい排水施設網は完備されていたが､分譲･

入植後これらの施設は一部の排水施設を除き放置され､現在は使用されていない｡

I-2-3 計画内容

計画地域は､地形的に平場で肥沃な沖簾平野であり､ 1950年代までユナイティド

フルーツカンパニーがバナナの栽培をしていた｡その後国家が取得し､入植農家に

分譲した地域であり､比較的大規模な営農がなされている｡
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地域内にはフルーツカンパニーが建設したかんがい排水施設があるが､排水施設

の一部を除き多くの施設は放置されて現在使用されていない｡本事業はこのかんが

い排水施設を再整備し､

ある｡

計画対象

水 源

作付作物の多様化､特に輸出向け作物の導入を図るもので

8,400haのかんがい排水施設の再整備

Nahualate川より自然取水

Ⅰ-2-4 総合評価

当地区についてのグアテマラ政府の考え方は､当地区が大土地所有地区であるた

め､優先プロジェクトから外されている｡しかしながら当地は肥沃な土地であり､

過去にかんがい農法が営まれており､基本的な基盤は整っており農業の普及は極め

て容易であることより､穀物および綿花等の輸出作物の生産基地としてのポテンシ

ャリティーは高く､さらに乾期の季節労働者受入れ対策の面からも効果は高い｡

以上のことから､政僻は当プロジェクトを国家経済の見地から再度見直し､当プ

ロジェクトの実施を望んでいる｡当プロジェクトは国の経済的側面より見ると､綿

花輸出増大､穀物生産増加､労働力吸収等の効果があると判断される｡さらに､既

存水路の改修等で効果が得られることにより､投資効率は非常に高いと思われる｡
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Ⅰ-3 ヌエバ･コンセプション地区

農業開発計画



ヌエバ･コンセプション地区農業開発計画
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ヌエ′ヾ･コンセプション地区圃場

地区内では主にとうもろこしが

耕作されているが､管理はゆき
とどいていない｡

地区内を通過するアスファルト
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Ⅰ-3 ヌエバコンセプション地区農業開発

I-3-1調査対象地区

調査対象地区は､グアテマラ南部沿岸低地, Escuintla県Teguisate郡に位置す

るo 地区は首都グアテマラ市より100kn- 120kmのところに位置し､ Coyolate川お

よびMadre Vieja川に挟まれた地区である.地区の標高は60m以下でほぼ平坦な地

形で､ 34,910haの面積を有する｡

Ⅰ-3-2 調査地区の概況と問題点

(1) 自然条件

当調査地域はグアテマラ国南部沿岸低地に位置し､年間降雨量は約1,500m程

度で､乾期(12月-4月)
､雨期(5月-11月)は明確に分かれ,

90%以上の降

雨が雨期に集中し､乾期の降雨はほとんどない｡ 0

計画水源である ぬdre Vieja川は調査地区西端部を流れ､ Atitlah火山に源を

発し､流域面積1048kn2を有する.また､他の水源として予定しているCoyolate川

は地区東端部を流れ流域面積1,615kd2を有する河川である.

(2)社会条件

1930年代､ユナイティド･フルーツ社は､ Tiquisateでバナナプランテーショ

ン経営を開始し､ 1956年にはグアテマラのバナナの90%を生産していたが､ 1964

年にプランテーションを閉鎖し､グアテマラ政府に譲渡した｡当地域はユナイテ

ィド･フルーツ社時代には耕作はおこなわれておらず､放牧地として利用されて

いたが､グアテマラ政府譲渡後は､道路､整地等の基盤を整備した後､農民に分

割供与され今日に至っている｡ 1農家当りの分割面積は20ha程度で､各農家はそ

の中で一部を耕地として利用しているが､乾期の水不足やトラククー､牛耕など

の農耕機所有率も低い事もあり､放牧地としていたり､未利用のまま放置きれて

いる土地も多く､現状では土地の有効利用ははかられていない｡

社会インフラの面での整備は進んでおり､地区内には､幹線のアスファルト道

路および地区内を分割する道路は整備されている｡
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(3) プロジェクトの経緯

当調査地域には現在のところかんがい施設はなく､耕作は自然降雨にたよって

いるo D柑YAはこの地区の開発を目ぎし､地区の一部ヌエバコンセプションI,

Ⅱを抽出しスタディーを実施してきた｡当初の予定では､ヌエバコンセプション

の中でⅠ及びⅡ地区を各々別途にかんがいを実施する予定であったが､より効率

的な水利用+土地利用を見由すべく 34,000ha全域を対象地とした計画を立て直

そうとしている｡

メェバコンセプションⅠ

′′ Ⅱ

そ の 他

1920 ha

7040 ha

25940 ha

Ⅰ-3-3 計画内容

当計画は､メェバコンセプション地域全域のF/Sを実施し,地形的,水源開発

の可能性を検討する事により､最適かんがい地区を選定し､地区全休の農業開発計

画を策定するものである｡

水源取水方法としては､ Coyolate川および凹adre Vieja川からの自然取水を原則

とし､導水､配分およびかんがい方法とその技術的､経済的可能性を検討する｡

Ⅰ-3-4 総合評価

(1)政肘のプライオリティー

当地区についてのグアテマラ政何の考え方は､次期プロジェクトとして優先度

の高いプロジェクトとして考えている｡このプロジェクトを実施する事により､

農業生産は大鹿に増加できると考えており､さらに道路等のインフラが整備され

ている事より､かんがい施設のみを整備することにより投資効果の高いプロジェ

クトと考えている｡しかしながら､グアテマラ政肘のみでは､この広大な地区の

F/Sを実施する事は難しいと考えており､外国からの技術援助を考えている｡

(2)本計画による効果

当計画による効果は以下の点である｡

- 当地区全域の系統だった農業開発計画の樹立による効率的な土地利用
一 農業生産増

一 入植農民の生活の安定･向上
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Ⅱ.ド ミ ニカ共和国
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ドミニカ共和国主要指標

1)面程 48,442.23km2(B本の約0.13倍)

2)人口

(1987年央)

絵人口6,716千人

3)政捧 立憲共和制

7t:普 大統領:ホ7キン･バラゲール

4)人種構成 混血(白人･黒人)72.9%スペイン系白人16.1%

7フリカ系黒人10.9%､その他0.1%

5)官房 公用語:スペイン臣

6)宗教 キリスト教(カソI)ック)

7)教育 成人稔字率76.3%

(1986年) 義務敦育は7-14歳の8年間で無償(初等教育)

就学率(棲準就学年齢人口に対する総就学者の比率)

初等教育(7-14歳):loo.4%

中等教育(15-19歳):35.0%

高等教育(20歳以上):3.8%

8)通貨

(1989年9月現在)

ペソ対米ドル公定為替レート1米ドル=6.41ペソ

9)貿易 貿易領(輸出入総額):2.490.4盲万米ドル

(1988年) 輸出額(FOB)･890.4盲万米ドル

主要相手国:米臥7'ェルトリコ､オ盲ンダ､日本､ベ)L,
ギー､ルクセン7'ルグ､ソ連､カナダ

輸入額(CIF).1.600.0百万米ドル

主要相手国■;米国､日本､西ドイツ､ヴェネズエラ

10)外貨準備高

(1988年)

309首万米ドル

ll)対外公的倍額挨高

(1988年)

3.844首万米ドル

12)偵務返済比率 対GNP:17%

(1988年) 対韓出比:65%

13)GNP 4.630百万米ドル

(1987年)
一人当たり740米ドル

14)年平均インフレ率 16.3%(1980-87)

15)会計年皮 1月1日-12月31日

UJIJ)u:JIC^蛭折技術Lii刀凶別J5f3'1'l'l
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Ⅱ _ ド ミ ニカ共布口国

Ⅱ-1ドミニカ共和国の一般事情

Ⅱ-1-1一般概況

ドミニカ共和国は､北緯17o 36′ -19o 56′ 及び西経68o 19′ -72o O1′ に位置

し, Antillas諸島の中央に位置するHispaniola島の東側3分の2を占め､西側は-

イチ共和国と接している.国土面積は48,422kn2で､南北 265kTn,東西 390km, -イ

チとの国境線は 388knである｡国土の北西より南東に4本の主要山脈:北方山脈

(Cordillerea Septentrlonal )
､中央山脈(C.Central

)ネイバ山脈(C.de

Neiba )
､パオルコ山脈(C.de

Bahourco )が各々北から南に併走しており､北方

山脈と中央山脈の間にドミニカの穀倉地帯である Cibao平原が広がっている｡国土

の東部のカリブ海側は砂糖きび栽培の多い平原をなしている｡

気候は､熱帯モンスーン圏に属し､年平均気温は全国40ケ所の定位観測所では23

℃-28℃である｡一般的には雨期(5月-10月)
､乾期(11月-4月)に分けられ

るが､その時期は明瞭でなく年によって変化がある｡また､年平均降雨量は､地域

により変動があるが 5001nm-2,000 vlnである.

1987年の調査によれば､ドミニカ共和国の人tjは､ 674万人で人口密度は139人

/kn2となっている｡

1970年から1981年までの人口増加率は3.40%であり､ 1980年からの年間人口増加

率は2.61%であるo 国家統計局は､ 2000年までの年間人口増加率を約2.25%と推定

した｡これによれば全人口は1990年には716.9万人､ 995年人口増加率を約2.25%

と推定している｡これによれば全人口は1990年には 716.9万人､ 1995年 791.5万人､

2000年には 862万人とされているo

Ⅱ-1-2 国家経済と農業

1982年から1987年までの国内総生産(GDP)の伸びは､年平均約 2.3%であり

同期間の人口成長率 2.8%を下回っている｡ 1987年のGDPは､約193億ペソ(約

55億米ドル)で､前年比 8.1%と非常に高い成長を示し､ 84年/85年のマイナス成

長分を取り戻した｡低成長の主な原因は､砂糖の対米輸出割当量減少による減産お

よび輸出価格の低落とフェロニッケル生産不振であった｡

GDPの部門別シェア-は､ 1975年から1988年までの間ほとんど変化なく､近年

になって農牧業部門が下降し､建設部門が上昇気味である｡
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ドミニカ共和国は､貿易赤字による国際収支の悪化が続いている｡経常収支は､

1986年の 2.5億ドルより1987年には4.7億ドルと赤字幅が増大した. 1987年の貿易

牧支は､前年に比べ約2億ドルの赤字が増えた｡これは商品ベースの貿易バランス

が大幅な入超によるためである｡

ドミニカ共和国の輸出は､伝統的輸出産品である砂糖､コーヒー､カカオ､タバ

コ､金銀の合金およびフェロニッケルの6品目に依存しており､その輸出額は､総

輸出の約80%を占めている. 1988年の輸出額は､ 8.9億ドル(FOB)で､フェロ

ニッケルの国際市場価格が1987年に比べ 2.5倍も高騰($1,462/”.T一$3,653/”.T)

したため､全体で前年比25%増となった｡このように国際市況の不安定が､そのま

まドミニカ経済に影響を与えている.輸出に占める農産物の割合は高く1987年まで

は総輸出額の約70%であったが､ 1988年はフェロニッケルの高騰により56%に下が

った｡

輸入は､ 1976年より輸出を上回る額になり毎年貿易収支は､マイナスになってい

る｡最大輸入産品は石油および精製品で輸入額の約20%を占めており､その他自動

車､食料品(米､小麦､植物油等)
､医薬品が各6%以下の割合である. 1986年の

農産品輸入量は､小麦23万トン､とうもろこし14万トン､米6.6万トン､いんげん

豆0.5万トンである｡輸出は､米国による砂糖輸入割当量の減少および国際市場価

格の低迷により下降線をたどっているが､輸入は年々増える傾向にある｡特に1987

/88年においては､輸出額の約2倍の輸入額となっている｡こため対外債務は年々

増大し､ 1986年末で累計債務は約36.5億ドルに達している｡貿易の最大相手国はア

メリカ合衆国であり､ 1987年の輸出の65.8%､輸入の39.5%を占めている｡

全土の農牧地面積は､ 1970年および1981年のセンサスによれば273.7万haから

267.6万haに減少している｡地方別内訳は,以下の通りである｡

農 牧 地 面 積

(単位:万ha)

1970年 1981年

全 土

Cibao地方

南西部地方

南東部地方

273.7 267.6

127.0 119.9

34.0 35.0

112.7 112.7

(100 %)

(46.4%)

(12.4%)

(41.2%)

1981年の農牧地面積は､全国土面積の55.25 %を占めており､その内農地49.3%､

牧草地44.7%､山森林その他は6%である｡内訳は以下の通りである｡

Ill-



(単位:万ha)

1.農 地

一 耕作地
一 休耕地

一 荒 地

131.8 (100 %)

100.9 ( 76.5%)

17.9 ( 13.6%)

13.0 ( 9.9%)

2.牧 草 地

一
枚 草地

- 自然牧草地

119.7 (100 %)

59.9 ( 50%)

59.8 ( 50%)

3.山､森林その他 16.1

合 計 267.6

出典: 1981年国勢調査

国内総生産における農業部門は､ 1970年の23.2%より1987年の15.6%と低下して

きているものの､国家経済の最重要部を形成する基幹産業である｡主要農産物の生

産量(1983年-1987年)は､全体的に減少傾向にある｡

砂糖きびは､ 1976年-1987年間の生産増加率は年平均-4.I %で､生産量では

1,220万トンより 877万トンに減った.耕作地は1988年の調査では23万haと年々減

少している｡主な産地は東部および中央部である｡減産および縮少の主たるものは､

米国市場への割当量削減および国際価格の低減によるものである｡

カカオは北部､中央部,東部で耕作されており､その面積は約9万haである｡

主として国内消費産品である米､とうもろこし､いんげん豆､キャッサバ､バナ

ナ､野菜等は､その耕地面積および生産量を増大しつつある｡農作物の輪出額は

198‾7年までは全輸出額の約70%を占めていた｡そのうち砂糖は1982年53%であった

が､米国の割当量削減のため1987年には約33%まで低下した｡コーヒーも低減して

いるが､カカオは増大しつつある｡最近は非伝続的作物の伸びが顕著にみられ､

1982年に全輸出額の約13%であったが､ 1987年には約17%と増大している.国内消

費用の基礎作物である米･いんげん豆､小麦は､増大する国内需要を賄いきれず一

部を輸入に頼っているのが現状である｡
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主要農産物生産量推移

(単位 千トン)

1..伝統的輸出産品

砂 糖

コーヒー

タ バ コ

カ カ オ

1983 1984 1985

ll,520 10.955 8,217

136 144 144

34 28 31

33 33 35

1986 1987

8.208 8.772

137 134

26 29

36 39

2.国内消費産品

米

いんげん豆

キャッサバ

じゃがいも

玉 ね ぎ

にんに く

501 507

61 67

99 124

23 17

15 18

3 3

494

48

135

16

19

3

468

49

143

16

20

3

514

52

143

15

21

3

出典:中央銀行1989年1月月報/1988年国家統計

Ⅱ-1-3 国家開発計画

1988年8月に発足した現政権は､経済発展政策として公共投資､農業拡大を目的

とした｢国家開発計画(1987-1990年)
､公共投資プログラムの反響+を1987年9

月に作成した.この計画に基づき､ 1988年7月には｢公共投資プログラムの進展お

よび1988年の展望+ ､ 1989年2月には｢1989年-1992年におけるドミニカ経済の展

望+を発表している｡国家開発計画の基本政策は､国家経済の回復および発展に重

点を置き､以下の目標を挙げている｡

経済の活性化

公共投資による生産拡大

社会福祉の充実

政策実施に当り､短･中期計画が策定されている｡

(1)短期計画

短期経済改善政策は､非金融公共部門への融資が重点となっているo 叫文税の

強化､運営費の抑制および国営会社の効率を図る政策を通じて財政貯蓄を増す

ことにより新規債務によらない公共投資が増える｡その主要目標として､
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財政貯蓄の拡大

対外債務の削減

公共投資増額による1人当りのGDP拡大

(2)中期計画

中期経済発展政策は､短期改善政策を受け､失業の増加や社会開発が停滞す

ることなく経済成長が進展することを目標としている｡主な目標は以下の通り

である｡

電力の安定供給

農産物増産

輸出拡大

この目棲達成のため1987/90年間のGDP年間成長率を 6.3%とし､これに

必要とする公共投資計画は以下の通りである｡

1987/90年公共投資計画

(単位:百万ペソ､ 1987年価格)

部 門 金 頼 %

エネルギー

農 牧 業

運輸･通信

工業･商業･金融

厚 生

住 宅

教 育

総 務

2.638.4

1.626.8

993.8

756.1

568.4

429.7

140.6

17.7

36.8

22.7

13.8

10.5

7.9

6.0

2.0

0.2

計 7,171.5 100.0

過去10年間における農業は､年間成長率 0.4%と停滞しており､国内消費需

要に対し不十分であった｡このため食糧供給の恒常的減少および貧困人口の栄
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養不足が増大している｡短期計画においては､耕作地拡大を得ることは出来な

いが､ 1987/90年の中期計画においては､達成可能である｡新しい耕作地とし

て､次のように計画している｡

1.潅漉プロジェクトにより約2万haを拡張し,海瀬農地を15万haに拡大

させる｡

2.国家砂糖審議会所有の砂糖きび畑のうち､約1.3万haを他の農作物に転換

し､民間との協力で輸出農産品を増加する｡

耕作地の拡大と生産性向上により1987/90年間に農牧部門の成長率を 5.1%

(農業 6.0%､牧畜 3.8%､林業･水産 4.0%)とし､農業生産量も約52.5万

トン増大させ､国内消費として米約 4.6万トン,とうもろこし約 2.3万トン,

いんげん豆約 4.6万トン,根菜類約18.4万トン,野菜約 9.2万トンの増大を含

んでいる｡
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Ⅱ-2 ジュナ川流域水利用合理化計画
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ジ ュ ナ)Tr流J或水不T)用合理イヒ言十画 (⊥)
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ジュナノll流域水弄り用合理イヒ言十画 (8)

Cana) Jima かんがい区域

Canal Camu かんがい区域
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Ⅱ-2 ジュナ川流域水利用合理化計画

Ⅱ-2-1調査対象地区の位置

調査対象地区は流域5,660kn2を有するYuna川流域に沿ったドミニカ国内でも肥沃

な地帯で地区内にはBonao, La Vega, Cotui, Sam Francisco等の都市を有する｡

調査対象地区にはVuna川中下流域に位置する潅漉区域を含むジュナ川流域全域で

ある｡

Ⅱ-2-2 調査地区の現況

(1)流域概況

Yuna川はドミニカ共和国第2の河川で､流域面積 5,680ktd2を有する｡当流域

は地勢,気象,水文状況より以下の3形態に大きく分類される｡

Camu川流域

Yuna川上流域

Yuna川下流域

当流域は年間降雨量1,000nI8[-2,200 ¶n/yearのドミニカ共和国内では比較

的多雨地帯である｡しかしながら､上記の3流域のうちCamu川流域は､ Yuna川

流域の中では少雨地帯で年間降雨量l,000m-1,500 1nm/yearである.一方､

Yuna川上･下流域は多雨地帯で年間降雨量l,500v)7nから2,200 TDfn/yearの地域

である｡

当流域の水資源は平均年流出高 675m/yearであるが､そのうち潅概等に利

用され七いるのは全流出量の77%にすぎない｡

(2)水利用状況

当河川の水利用は農業用水を主とし､発電および上水源として利用されてい

る｡農業用水としては上･中流域内に広がる約20潅淑区域(面積約4万ha)お

よび､ Yuna川下流Arenoso地点にて取水するEI Pozo潅概区域(面積約7.500

ba)で利用されている｡図に当流域の潅概区域を示す｡

主な潅淑地区は以下の通りである｡
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1. Canal Tuna

2. EI Pozo

3. Canal CatDu

4. Car)al Ji貯aぬrgen lzquirda

5. Canal Jina Margen Derecha

16,875ba

7,500ha

6,851ha

3.β37ba

3,040ha

水利用状況は各港淑区により異なり､豊富な水源を取水しているCanal Tuna

潅淑区と､水量の少ないCanal Camu, Carlal lima Margen lzquierdaおよび

canal Jina Margen Derecha等の潅漉区ではその水利用状況は異なっている.

以下､主な潅概区の水利用概況を示す｡

-
canal Yurla 潅概地区

当潅概区域はHaiolloダム直下流に取水口を有し､自然取水にてYuna川

左岸およびCamu川左岸に広がる約16,875haの潅淑区域である｡水源は

yuna川水源を王水源とし､さらに官io Jaya (流域面積 225ha)および

Rio Guizaの水源を利用しているo Yuna川よりの取水量はINDRtlI取水記

録によると平均11.Om'/sとなっているo 近年はBatilloダムの完成に

より､取水地点での流量が安定し､当潅淑区は用水の面からは非常に安

定したものとなっている｡

-
EI Pozo潅概区域

当確漉区は近年整備された潅概区で約7,500baの潅概面積を有する｡常

時はNagua川自流域を水源としているが､ Nagua川の流量七不足する時

にはYuⅢa川下流地点Arenoso地点に設置されたポンプ場にて補給を行な

っているo 当地点の計画取水量ほ 5.7m3/sで1989年度より運転されて

いる｡

- canal Camロ 潅概区域

当潅淑区域はCanu川La Vega地点に取水工を有し､自然取水にてCaqlu川

左岸に広がる6,850haの地区を潅漉する区域であるo 水源はCaq[u川(疏

域面積780kEl2)を主水源とし､ Bacui川(流域93km2)およびCe益ovi川

(流域面積210kh2)の水源を補助的に利用しているc CaqltJJlはりの取水

量はTNDEr]I取水記録によると､ 1.90m3/sとなっている.当潅漉区域は

潅液面頓に比し､取水量が少なく常時海瀬用水不足になやんでいる｡
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-
Canla Jima凹argen lzquiuda 潅漉区域

当潅淑区域はRinconダム直下流に取水工を有し､自然取水にてJina川左

岸地域に広がる3,837haの水田地帯を海瀬している. [NDfuT取水記録に

よると､取水工からの取水量は 4.Om'/sとなっている｡

-
Canal 一ima Margen Derecha潅淑区域

当確淑区域はfiinconダム直下流の上記取水工より取水し､ Jima川右岸地

域に広がる3,040baの水田地帯の潅概している｡水源は CanaI Jima

祖argen Tzquida地区同様のRinconダムによっており､川DRtll取水記録に

よると平均 2.9m'/sの取水がなされている｡

- Yuna川上流域潅概区域

Yuna川上流域には現在9潅概区域があり､ Yuna川およびYuna川支流より

取水工により自然取水している｡潅概面積は3,439haで主に水田潅概を

実施している.主な潅概区域はBejucal. Canabon,凹asinedro, Yayaco,

Yuboa等である｡

- Yuna川下流域潅淑区域

Yuna川下流域では現在7,700ha (注 EI Pozo潅概地区を除く)の潅漉が

実施されている｡これらの地区はYuna川よりのポンプ揚水もしくは自流

域よりの湧水およびPayabo川からの自然取水により潅淑を実施している｡

主な潅淑区はEI Aguacate, EI Limon del Yuno. Guayabo等である｡

(3)発 電

当河川の発電利用としてはYuna川中流域に設けられた口ati11o ダムおよび

支川のJiDa川に設けられたRinconダムによる発電がある｡各ダム諸元は以下の

通りである｡
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Uatillo ダム Rinconダム

総貯水量

有効貯水量

流域面積

発電能力

有効落差(最大)

〝 (最小)

年間発電量(平均)

700 ×106 m3

415 ×106 m3

1,192 kni2

8.000 kW

35.5m

lSm

42×106 kWh

75×106 m3

60×106 m3

180 km2

10,180 kW

41m

27m

26×106 kWh

(4)上水道

当流域内に現在約120万人の住民(うち農村部73万､都市部47万人)が居住

しており､地区内水源を水源として利用している｡

上水道施設は都市部においては完備されているが､農村部においては一部完

備されているにすぎない｡

Ⅱ-2-3 ジュナ川流域水利用合理化計画概要

yuna川流域はドミニカ共和国内の中で多雨地帯に位置する河川で､豊富な水資源

を有し､ Fatilloダム､ Rinconダム等の大規模貯水施設を有するにもかかわらず､

その水資源利用は約4.8万haの潅概用水利用および年間約70×106 kWh/year程度

の発電がなされているにすぎない｡水利用状況にしても各港概区により異なり､そ

の地域差は大きい｡

一方､当流域の地勢は平坦で将来の水源が確保さえすれば､潅淑面積を大きく

拡大する可能性を有している｡しかし､ Yuna川下流域においてはEI Aguacate

(10,000ba) ､ EI Limon (6,000ha)等の計画が立てられており､ Yuna川中流域地帯

で農業開発を進めるにあたっては､現在の施設を有効に利用した水源開発を進める

必要がある｡

当計画においては､以下の点を検討する｡

涜域内潅概区水利用状況把握

各港激ブロック水利慣行

flati)1oダム､ filnconダム操作状況把握および操作基準作成

流域変更(Yuna川よりJima川)の可能性検討

Canal CaTnu潅淑区へのYuna川水源導水の可能性検討

発電量増加への可能性の検討

新規水源開発計画再検討(Alto Yunaダム等)
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当計画はこれらの事を検討することにより､いかにしてより効率的な水利用水源

開発が可能かを検討しようとするものである｡その方法として考えられるものは､

現存施設(HatilloおよびRincon)ダムの有効利用である.現在の操作方式におい

ては､これ以上の水源開発は難しく､農業開発も飽和状態にあると推定されるが､

yt)na川の一部流域変更とすることにより以下に示すような効果が期待される｡

潅激用水不足地区(Canal Camu海淑区)への導水により当潅概面積の拡大､

農業生産の増大

Einconダム発電量の増大

Rinconダムには､現在発電容量10,100k甘の発電機1基が設置されているが､年間

の推定発電量は26×106 kVh程度で稼働率は30%未満である.また､当発電施設に

は同規模の発電機1基を増設する余地が確保されているが､当ダムの水源不足によ

り未設置のままである｡

一方､ tlatilloダムは豊富な水源を有するにもかかわらず,その利用は直下流

canal Yuna潅淑区域の潅概用水および年間推定発電量43×106 k甘hの発電を行なっ

ているにすぎず､まだ利用の余地の残されている｡両ダムの水源から量を判断する

と､ Rinconダムの水源は最大限に利用されているにもかかわらず､水源の不足から

諸施設は最大限に利用されていない.一方､ flatilloダムの水源はまだ開発余地が

残されている｡

当計画は､両ダムの操作基準を作成し､ Yuna川水源の流域変更を行なうことによ

りYuna川水源の最大活用を図り､両ダム水源利用地区全体の調和のとれた安定した

水利用､水源開発をめざすものである｡加えて､下流潅概地区を含めた全流域の総

合的な水利用の合理化を図るものである｡

Ⅱ-2-4 総合評価

(1)政府のプライオリティー

当計画は1973年政府が実施のYuna川流域スタディーの一環と考えられる｡

Yuna川流域スタディーは流域内に位置するflati11o ダムおよびRinconダム計画

のを含むマスタープランといえるo 当マスタープランではAlto Yロna ダム､

Bayacanes ダムおよびYuna水源涜域変更のためのCanal Canabon等が計画され

ているが､これらが未整備であり､そのため甘atillo, Rincon両ダムが完成し

たにもかかわらず､各プロジェクトがその機能を十分に発揮していない状況に
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ある｡各施設とも全体計画を基にその施設規模が決定されておりマスタープラ

ン完結により､その機能が発揮される事となっている｡また､ Yuna川下流域で

は別こに開発が進められており､当流域の調和された開発を進めるためには､

当流域の水資源の有効利用を図ることが必要となってきている｡

これらのことより､政肘はこの計画に高い興味を示し､高いプライオリティ

ーをおいている｡

(2)計画による効果

当計画は現在個々に､また定まった規定無く管理しているダム操作について

検討を加え､ Yuna川水源の有効利用を図り､さらに少ない投資で効果大きなプ

ロジェクトの可能性を検討しようというものである｡

当計画を作成することにより､現在個々には飽和状態にある水資源利用に検

討を加え､将来の当流域の開発可能性を見出すことができる｡
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刀-3 サバナ･デ･グァバチコ地区

農業開発計画マスタープラン
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サ′ヾナ ー - -

グアノヾチ

マス タ ー

プラ ン

I.({

コ農業開発言十画
(1)

{L7.r二iL

i-

′-一山‾J,

ーノ

うr:
≡

-･j嵩■

現在建設中のE] Nljoダム

当ダムはEstrel】a地区を潅淑

予定であるが水路はまだ建設
きれていない｡

La Savita水路

10数年前に工事を開始したが､
建設途中にて中断となった｡

PulgariⅢ入植地住宅

1ADプロジェクトとして2年前

に建設されたo Lかし地区には
用水が不足しており､安定した
富農は営まれていない｡



Ⅱ-3 サバナ･デ･グァバチコ農業開発計両マスタープラン

Il-3-1調査対象地区

当調査地域は首都サントドミンゴ北索郎に広がるサバナ･デ･グァバチコ平瞭に

位置し､北緯18o L30′
-18o i5′

､西経69o
3O′ -69o 45′ の間に法がる｡当調査

地域はt)istrlt･o Naclonal. Provlncla de Sam CrlsLrbbalおよびSan Pedro de

Macorls の3県にまたがる.

調査地区は首都サントドミンゴに近隣し､地区近辺にはMonte Plata. r3ayaguana

Los I)anos等の中規模都-ITiがあり,調査地区の立地条作は将来の市場性､交通の利

便性からも近郊農業開発最適地であると判WTきれる｡地区内【1j央部には Santo

Domlngo, Bayaguanaをつなぐ舗装道柁､地区南部にはCarretera Mellaが通ってお

り､市場への農産物運搬は容易な地区である｡

Ⅱ⊥312 調査地区の概況と開商点

(1) 自然条件

当調査地区はサントドミンゴに河口を有するOzama川(流域面積A=2.686

km2)支川Savlta川およびYabacao川支川流域内に位置する.両河川はカルスト

地形Los ltaltlsesに源を発し､雨‾‾F後Ozama川に流入しているo

当調査地区の降雨は年1.200 nm-i,700 mmで､降雨観測は近隣のサントドミ

ンゴおよびバジャブァナにて観測されている｡下表に両地点の観測記録を示す｡

バジャ グァナ把持

9 J 0 l I 1 2 年

n托雨 40.4 52.9 7l.4 132.2J43.7229.5220.52(7.2 19].0 173.8TO4.8 50.2 T.727.8

平均気風 25.8 25.9 28.9 2丁.8 28.I 28.5 28.6 28.6 28.5 28.I 27.2 25.9 27.5

サントドミ ンゴ把持

9 1 0 1 I 1 2 年

Jl降雨 52･3 38｢9 45･6 75･4135･3158･6J52･6160･616513=柑･9川5･6 61･2 t･32I.9

1y･均気親
24.0 24.f7 24.8 25.3 25.6 26.2 26.9 27.1 26.9 26.6 25.T 24.7 25.¢
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降雨は明確な乾期･雨期の区別はないが, 5月-10月にかけて多雨期間とな

っている｡気温は夏(6-9月)にやや高いが､年間を通し26℃前後でほぼ一

定している｡

(2)社会条件

当調査地域内には現在以下の農地庁(IAD)の入植地が3箇所あり､約

1,800 の農家が入植している｡

-
La Estella (AC 040)

入植地面積

入植農家数

-
EI Puerto (AC 145)

入植地面積

入植農家数

I
Pt)lgarin (AC 303)

入植地面積

入植農家数

6,S80ha

720 戸

2.350ha

400 戸

1,110ha

367 戸

上記入植地は以前砂糖きびの耕作地であったが､ I AD入植事業実施後稲作

主体に耕作されており､ 1戸あたりの入植面積は2-4ha程度である｡これら

の入植地は現在のところ潅概施設が一部の入植地に存在するが大半の地区では

潅概は実施されておらず､降雨にたよった稲作栽培(陸稲栽培)が行なわれて

いる地区が多い｡他の作物耕作はトウモロコシ､パイナップル等の耕作が行な

われている｡農家軽営は現在安定しているとは言えず､入植者の定着率は高く

ない｡

(3)既存プロジェクト

当計画地区内にはすでに川DttHtにおいて､以下の4潅概プロジェクトが実施

および計画中である｡

-23-



El凹ijo (潅概面積A-6,341ha )

Canal Sarita (
〝 A-1,500ha )

Canal Capita Yabacao (
〝 A-2,683ha )

Cana一 Yabacao ( ′′ A-4,375ha )

El凹ijo プロジェクトは現在小規模ダムおよび幹線水路が建設中であり､

I AD入植地La Estre11a地区(総面積6,340ha )

る｡現在建設中のダム諸元は以下の通りである｡

型 式

堤 長

堤 体積

水 源

流域面積

総貯水量

有効貯水量

計画取水量

河川平水量

しかしながら､

に海瀬を実施する予定であ

中心コアタイプアースダム

.･ 9 -145 m

V-85,000m3

Rio岨ijo

A -50kn2

V-200 万rn3

V-185 万m'

Q-0.8 m'/s

Q-0.53m'/s

地区面積に比し可能量が少ないので地区の一部に潅淑が実施

されると推測される｡

Canal Savitaプロジェクトは､ 10数年前官io La Savitaに堰,導水路を設け

地区内の潅淑をする計画であったが､工事は完了せず建設途中で放置された状

況にある｡

Canal Capita Yabacao プロジェクトは､ Eio Capitaに堰を設け､プロジェ

クト地区内に潅概している｡当施設は40-50年前に設けられ,地区内潅淑に利

用してきたが､施設の老朽化に伴ないその効率も落ち､現在施設の効率化を図

る目的で施設の復旧･改修工事を実施している｡

(4)プロジェクトの経緯

当計画地区内にはすでに潅淑を行なっている2プロジェクト( Capita

Yabacao, Yabacao)
､工事途中中断中の1プロジェクト(Savita) ､工事実施

中のプロジェクト(EI Mijo )があり､そのうちCapita Yabacao, Yabacaoお

よびEI Nijoでは入植が行なわれており､他の1ケ所海瀬施設を伴なわない入

植地である｡
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海瀬をしている地区の内2地区は施設が老朽化しており､リハビリを要する

施設であるc 各プロジェクトともIDNRFHにおいて設計･施工がなされているが､

部分的スタディーであり､海瀬システムが完結するには至っていないc特に

savltaプロジェクトは工事途中で放棄されており､工事の完了が急がれる地区

である｡

これらのプロジェクトは1972年9月頃よりIAD入植事業に始まっている｡

(5)調査地区のかかえる閉篭点とその解決策

当調査地区は首都サントドミンゴに近隣する農業地帯にもかかわらず､その

開発は進んでいない.入植農家は地域特性を撫祝し､単位面積あたりの牧益性

が低いにもかかわらず､稲作栽培ヘの指向性が強く､他の収益性の高い作物-

の興味はうすいようである｡

当調査地区は平坦であり､入植農家は水田潅淑による稲作を熱望しているが､

水源がとぼしいため､大規模な水田開発は難しいと判断される｡

-方､当地区の開発は部分的･単発的に実施されており､各プロジェクトと

も完結した形になっていない｡したがって､これらの総合的スタディーを行な

い､水資源,土地,人的資源の有効活用をめざし､各プロジェクトの優先度を

整理･決定する必要がある｡

Ⅱ-3-3 計画内零

当計画はサバナ･デ･グァバチコ全域の開発において､より効率的な投資を行な

うために当地区のマスタープランを作成することにあるo

マスタープラン作成にあたっては､以下のことを検討することが必要である.

各地区の有する閉篭点/改善項目の整理

地区に適した栽培･営農計画

最適な水資源開発と最適潅淑方法の決定

開発効果の高いプロジェクトの選定

最優先地区のF/S

地区に適した営農については､従来の陸稲栽培にこだわらず､入植の営農条件が

改善され､地区に適合した栽培･営農法について検討する必要がある｡開発効果の

高い地区の選定にあたっては､現在の4プロジェクトた加え､将来開発可能性の大

きな地区について検討し､その優先度を決定する｡また､水資源開発にあたっては､

現在実施中のうね間/海概に加え､ドリップ等限られた水資源を有効に利用する方

式の可能性についても､その技術経済的側面よりも検討を加え､より経済的な水資

源開発とその有効水利用について検討する必要がある｡
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Ⅱ-3-4 縫合評価

(1)政肘のプライオリティー

当計画地区は入植地の貧困農家､首都に近接した地域であり､遊休地も多い

こと,現在､不況の砂糖きびの転作地であること等より､政肘はこの地区に高

い優先度をおいている｡近年においても政府は入植農家への居住建設､既設施

設の改修,新規プロジェクト等を計画･実施している｡

(2)本計画の効果

当地区に対しI ADでは農民の入植計画を､また[NDFulIでは農業基髄整備の

事業を個々には実施中であるが､総合的なスタディーがなされていないため､

その効果は十分に発生するには至っていない｡この点からも地区毎の総合的な

スタディーを行なうことは無秩序な計画立案を整理し､より優先度の高い効率

的なプロジェクトに投資することにより､投資の効率化を引出すことが可能で

ある｡さらに当地区は首都より30knと立地条件もよく､生鮮野菜､果樹等の供

給基地としての可能性は高い地区であると判断される｡
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Ⅲ . 調 査 二L 程

平成2年度(社)海外農業コンサルタント協会の海外農業開発事業事前調査の-環とし

てグアテマラ共和国およびドミニカ共和国を訪問し､各地区の開発計画の事前調査(大規

模)を目的として以下の工程で現地調査を行なった｡

Ⅲ-1調査団の編成

団 長(総括･水利)

団 員(農業軽済)

Ⅲ-2 調査期間および日程

小沢 軍次郎 当協会嘱託

株式会社 ′1シフJt)クコン1B,タンツインターナシけル

農水事業部次長

本城 正行 当協会嘱託

株式会社J(n)7ク コンサルタ〃インターナシ71ル

農水事業部技師

行 程 調査内容

6月3日(日)

4日(月)

5日(火)

6日(水)

7日(木)

8日(金)

9日(土)

10日(目)

11日(月)

成mi
グTテマラ･シティ

グアテマラ･シティ

′′

′′

′′

′′

グアテマラ-マイアミ-

サント･ドミンゴ

サント･ドミンゴ-ラ･ベガ

-27-

･移 動

･移 動

･かんがい排水技術局(D柑YA)

表敬

･大使館表敬

･DlgYA打合せ

･ヌエバセコンセプション地区

･テイカンル地区現場調査

･DIfZYA打合せ

･農牧省､大蔵省､経済企画庁表敬

･資料整理

･移 動

･大使館JICA,川DRHI,IAD表敬
･

INDRtlI,TAD打合せ

･移 動



12日(火)

13日(水)

14日(木)

15日(金)

16日(土)

17日(日)

18日(月)

ラ･ベガ-サント･ドミンゴ

サント･ドミンゴ

/′

′′

サント･ドミ ンゴ

ニューヨ-

9i東京

･ Yuna川流域現地調査

･サバナ･デ･グァバチコ現地調査

･資料整理
･ lNDl柑】, IAD打合せ

･大使館調査報告

･移 動

● ′′

′′
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工Ⅴ. イ寸 属 資 半斗

1) 団員経歴

小沢 軍次郎

昭和42年

昭和42年

昭和54年

昭和56年

昭和62年

本城 正行

昭和51年

昭和53年

昭和53年

昭和56年

昭和63年

平成元年

北海道大学農学部農業工学科卒

パシフィックコンサルタンツ㈱に入社

P CEE㈱ 水工部課長

P C I㈱ 農水事業部課長

P C I㈱ 農水事業部次長

東京農大農業工学科卒

東京教育大農学研究科修了

青年海外協力隊(パラグアイ､ 農業土木)

㈱パシフィックコンサルタンツインターナショナル入社

ブラジル､ビソーサ大学大学院農業経済学科留学

㈱PCI 農水事業部
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3)面談者リスト

(Guatemala)

在グアテマラ日本国大使館

加 藤 宏 次 一等書記官

農牧省(Ministry of ^giculture. Cattle and Food Resources)

Lic Luis Bernal Larrazabal 副大臣

大蔵省(Ministry of Public Finane )

Lic AntoIllo Perez

Lic Eugenla de官odriguez

外国融資部部長

外国融資部次長

経済企画庁(General of the National Board of Economic Plannif】cation)

Lic凹arina Sagastume Garcia

農牧省かんがい排水技術局(DTRYA)

tng. Alfred Dodrigez

lng. Eduardo SaロtOS

lng. 一ose Antonio Saha Tieua

TrLg. Oscar Gonzalez

tng. Gustavo de la Pena

lng/ flicardo出asaya

-33-

二国間協力部部長

D柑YA局長

調査計画部部長

調査計画部

かんがいPF水郭部長

かんがい部

DIRYÅ局次長



(Dir[inican Republic)

在ドミニカ日本国大使館

角 田 勝 彦

宮 石 幸 堆

∫ ICAドミニカ支部

Yoshiaki Muta

水利庁

1□g.

fng.

Ⅰ□g.

fng.

農地庁

Ing.

Ing.

tng.

Ing.

Jose Tiburcio

LIsette Go¶ez

Eddy Pujols

Febrillet

Candldo Vargas Garcia

Ratael Torres Veras

Luis. A. Flores Despradel

Frank一in Espinosa

-34-

特命全権大使

一等書記官

∫ ICA次長

計画部部長

〝 課長

′′ 課長

水文部部長

農地庁長官

〝 次官

･′ 次官

計画部長
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